
１　重要な会計方針

　(１)　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券は、償却原価法(定額法)によっている。

　(２)　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　原価法に基づく最終仕入方式を採用している。

　(３)　固定資産の減価償却の方法

　　　　固定資産の減価償却は定額法によっている。

　(４)　引当金の計上基準

　　　・賞与引当金・・・・・・・・・ 職員に対する支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に帰属する額を

計上している。

　　　・退職給付引当金・・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　　　　　 このほか一般社団法人ぜいたいきょうに退職一時金相当額として9,807,560円。

　(５)　リース取引の処理方法

　　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

　　　通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　　　なお、リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額は、次のとおり

　　　である。

(単位：円)

　(６)　消費税等の会計処理

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

 定期預金

 投資有価証券

 退職給付引当資産

0

23,659

23,659

80,300,000

14,143,845 2,088,903

80,300,000

1,819,672,830

1,899,972,830

1,916,205,578

16,232,748

当期減少額

0

0

0

0

0

0 16,232,748

2,088,903

2,112,562

財務諸表に対する注記

 基本財産

 特定資産

取得価額相当額

15,594,000

1,899,949,171小　　　計

小　　　計

合　　　計

科　　　　目 前期末残高

1,914,093,016

14,143,845

1,819,649,171

減価償却累計額相当額

5,866,900

当期末残高相当額

9,727,100

当期増加額 当期末残高



３　基本財産及び特定資産の財源の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

 基本財産定期預金 （ ） （ ）

 投資有価証券 （ ） （ ）

（ ） （ ）

 退職給付引当資産 （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

(単位：円)

*ＢＮＰパリバ 100,000,000 80,484,000 △ 19,516,000

*三菱ＵＦＪホールディングス 100,000,000 90,564,000 △ 9,436,000

*三菱ＵＦＪホールディングス 100,000,000 87,650,000 △ 12,350,000

―

0

36,847,987

25,864,890

( うち負債に
対応する額 )

―

―

16,232,748

1,819,672,830 1,719,672,830

減価償却累計額

1,724,144

34,744,376

（ うち指定正味財産
からの充当額 ）

（ うち一般正味財産
からの充当額 ）

当期末残高

263,506

2,103,611

3,439,690

5,806,807

 建物付属設備

120,300,000

120,160,000

科　　　　目

1,899,972,830

0

22,425,200

58,893,720

 器　具　備　品

 ソ フ ト ウ ェ ア

合　　　計 64,700,527

評価損益

16,232,748

合　　　計 1,916,205,578

科　　　　目 当期末残高

 基本財産

80,300,000 50,300,000 30,000,000

　第11回30年国債

*ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ｺﾓﾝｳｪﾙｽ銀行

科　　　　　　目 帳簿価額 時　　　価

100,000,000

小　　　計

取得価額

1,987,650

1,769,972,830 130,000,000

16,232,748

 特定資産

1,769,972,830 130,000,000 16,232,748

小　　　計 16,232,748 0 0

*みずほ証券　パワーリバース債 100,000,000

100,000,000

99,380,000

93,620,000 △ 6,380,000

△ 620,000

97,870,000*Ｌ－ＢＡＮＫ 100,000,000 △ 2,130,000

*ドイツ復興金融公庫 100,000,000 92,810,000 △ 7,190,000

*スウェーデン輸出信用銀行 100,000,000 106,905,000 6,905,000

　第119回20年国債

119,920,000 19,920,000

99,917,453

100,000,000

99,755,377 20,544,623

　日本高速道路保有・債務返済機構

20,242,547

*みずほ証券　パワーリバース債 100,000,000 97,350,000 △ 2,650,000



評価損益科　　　　　　目 帳簿価額 時　　　価

６　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

 経常収益への振替額

　　基本財産受取利息の振替額

　　特定資産運用益の振替額

内　　　　　　容

41,541,522

金　　　　　額

41,540,108

1,414

1,819,672,830

* : 為替連動型固定利率

1,741,428,000 △ 78,244,830合　　　　　計

*ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 120,000,000 99,324,000 △ 20,676,000

*ノムラヨーロッパ・ファイナンス

*世界銀行 100,000,000 88,320,000 △ 11,680,000

100,000,000 81,600,000 △ 18,400,000

*三菱ＵＦＪセキュリティーズ　

100,000,000 86,109,000 △ 13,891,000*ＢＮＰパリバ

200,000,000 179,062,000 △ 20,938,000


